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　平成３０年４月１日より三沢市議会基本条例が施行されましたが、今号からは条例の中身について、
ご紹介いたします。

　第１章　総則
　（目的）
第１条　この条例は、議会及び議員の活動原則を明らかにするとともに、市民と議会及び議会と市長

その他の執行機関（以下「市長等」という。）との関係その他議会に関する基本的事項を定めること
により、二元代表制のもと、市民の負託に的確に応え、もって市民福祉の向上及び市勢の発展に寄
与することを目的とする。

　（最高規範性）
第２条　議会基本条例は、三沢市議会の最高規範であり、議会に関する他の条例や規則などはこの条
　例を尊重するよう定める条項。
　
　第２章　議会及び議員の活動原則
　（議会の活動原則）
第３条　議会は、第１条の目的を達成するため、次に掲げる原則に基づき活動しなければならない。
⑴　公正性及び透明性を確保するとともに、市民に対する情報提供及び情報公開を推進し、開かれた
　議会運営に努めること。
⑵　市長等により適正な市政運営が行われているかを監視し、評価するとともに、政策立案及び政策
　提言の強化に努めること。
⑶　市民の多様な意見を的確に把握することに努め、市政に反映させるとともに、市民に分かりやす
　い議会運営に努めること。
⑷　議決責任を深く認識し、市民への説明責任を果たすこと。

　（議員の活動原則）
第４条　議員は、前条の規定を踏まえ、次に掲げる原則に基づき行動するものとする。
⑴　議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを認識し、議員相互間の自由な討議を重
　んじ、また推進を図ること。
⑵　議会の構成員として、一部の団体及び地域の代表にとどまらず、市民全体の福祉向上のために活
　動すること。
⑶　市政の課題について市民の意見を的確に把握するとともに、自己の資質を高める不断の研鑽によ
　り、市民の代表者として、ふさわしい活動をすること。

　（会派）
第５条　議員活動を行う上で、会派を結成することが可能であることを定める条項。

　（議員連盟）
第６条　第５条に規定している「会派」とは別に、特定の政策や課題について調査や研究を行う議員
　連盟の結成について定める条項。
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　（議長及び副議長）
第７条　議長と副議長の立場を明確にし、議長・副議長選挙における所信表明を行う機会を確保する
　よう定める条項。

　第３章　市民と議会の関係
　（市民参加の促進）
第８条　議会が市民参加の機会を確保するために、参考人制度の活用や請願・陳情についての内容を
　聴く機会を設けるよう定める条項。

　（情報公開と広報広聴活動の充実）
第９条　議会の活動を積極的に市民に公開し、三沢市議会だより「きずな」やホームページを用いて
　議会の審議過程等の情報を提供する努力をするよう定める条項。

　（市民との連携）
第１０条　議会は、広く市民に対し議会の活動状況を報告するとともに市民又は市民団体等と議員が

自由に情報や意見を交換し議会活動へ反映させるため、議会報告会又は意見交換会を年１回以上開
催することを定める条項。

　（政策討論会）
第１１条　議会は、市政に関する重要な政策又は課題に対し、共通認識及び合意形成を図り、政策立
　案や政策提言を推進するため、必要に応じて政策討論会を開催することを定める条項。

　第４章　議会と市長等との関係
　（市長等との関係の基本原則）
第１２条　市民の直接選挙により選ばれた議員により構成される議会と市長は、二元代表制の実現に

向け、互いを対等な立場で緊張関係を維持し、市長等の事務の執行の監視及び評価を行うとともに、
政策立案及び政策提言等を通じ、市政の発展に取り組むものとする。

２　議会は、前項の活動を円滑に進めるため、市長等に対し積極的に市政に関する情報提供を求める
　ことができる。

　（重要政策等の説明）
第１３条　市長等が提案する重要な政策や予算等の資料及び説明を求めることが出来るよう定める
　条項。

　（議決事件の追加）
第１４条　議会は、議決機関としての機能強化のため、地方自治法第９６条第２項に規定されている
　「議決すべき事件を定めることについて」議会として積極的に検討していくことを定める条項。

　（一問一答による質疑応答）
第１５条　議会での一般質問や各種委員会等での質疑において、論点及び争点を明確にするため、一
　問一答方式による質疑応答が出来るよう定める条項。
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三
沢
市
議
会
議
場
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
三
沢
市
議
会
第
２
回
定
例
会
の
開
会
日
で
あ
る
６
月
４
日
、

本
会
議
開
会
前
に
、
三
沢
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

﹁
さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス
﹂
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、﹁
三
沢
市
議
会
議
場
コ
ン

サ
ー
ト
﹂
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
﹁
女
声
合
唱
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
２
﹂
と
﹁
三
沢
市
民

の
歌
﹂
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
、
議
事
堂
に
さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス
の
皆
様
の
美

し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今回の議案等
　市長提出議案…１２件

会
期
11
日
間
　
６
月
４
日
〜
６
月
14
日
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条
例
等
審
査
特
別
委
員
会

６
月
11
日
開
催

予
算
審
査
特
別
委
員
会６

月
11
日
開
催

　

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

三
沢
市
い
き
い
き
デ
イ
セ
ン
タ
ー
を
指
定
管
理
者
制
に
す
る
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

　

現
在
、
市
の
直
営
で
運
営
し
て
い
る
が
、
看
護
師
、
介
護
補
助
、
調
理
師
等

の
人
材
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
受
け
、
指
定
管
理
に
よ
り
民
間
委
託
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
確
保
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
社
会
の
影
響
を
受
け
、
介
護
保
険
料
等
様
々
な
も
の
が
上
昇
し

て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
介
護
予
防
と
い
う
活
動
が
で
き
る
当
該
施

設
の
運
営
は
今
後
に
お
い
て
も
有
効
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

三
沢
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
そ
ら
い
え
条
例
策
定
に
当
た
り
、
利
用
料
は
無
料
と

さ
れ
て
い
る
が
、
無
料
と
し
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
何
か
し
ら
条
例
に
付
け

加
え
て
市
外
の
方
か
ら
利
用
料
を
徴
収
す
る
よ
う
な
考
え
は
な
い
か
。

　

市
内
に
あ
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
皆
様
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
際
に
、
三
沢
市

外
の
方
が
市
内
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
例
も
あ
り
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
子
育
て
の
仲
間
作
り
促
進
の
た
め
に
無
料
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ
英
語
研
修
派
遣
事
業
費
補
助
金
と
し
て
、

５
０
０
万
円
を
増
額
補
正
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
何
名
の
子
ど
も
た
ち
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

本
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
例
年
16
名
程
度

の
人
員
を
募
集
し
て
い
る
が
、
平
成
28
年
度
は
応
募
者
29
名
に
対
し
て
、
選
考

の
結
果
18
名
の
生
徒
を
、
平
成
29
年
度
は
応
募
者
16
名
に
対
し
て
、
16
名
全
員

を
派
遣
し
て
お
り
、
総
計
で
は
34
名
の
生
徒
を
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
次
世
代
育
成
振
興
費
と
し
て
、
経
営
体
育
成
支
援
事
業
費
補
助
金
を

３
０
７
万
２
千
円
増
額
補
正
し
て
い
る
が
、
事
業
の
内
容
は
ど
う
い
っ
た
も
の

か
。

　

ま
た
、
当
市
の
若
年
者
の
農
業
就
業
率
は
ど
の
程
度
の
も
の
か
。

　

本
事
業
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
の
方
が
経
営
規
模
の
拡
大
や
、
経
営
の
多

角
化
の
た
め
に
必
要
と
な
る
農
業
機
械
に
補
助
を
す
る
事
業
で
あ
り
、
当
市
の

若
年
者
の
就
農
率
に
つ
い
て
は
、
農
業
関
係
で
若
年
の
定
義
は
複
数
あ
る
が
、

そ
の
定
義
を
15
歳
～
29
歳
と
す
る
と
、
平
成
27
年
時
点
で
の
三
沢
市
農
業
就

業
人
口
１
，
０
０
３
人
に
対
し
て
39
人
で
あ
り
、
率
に
す
る
と
３
．
９
％
、

15
歳
～
39
歳
と
す
る
と
、
１
０
１
人
で
率
に
す
る
と
10
．
１
％
と
な
り
ま
す
。

A AQ Q
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○ ・・・賛成　　　反 ・・・反対　　　欠 ・・・欠席　　　退 ・・・退席

除 ・・・除斥（地方自治法第117条の規定により、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参与することができない者）

・・・議長は採決に加わりません。ただし可否同数の場合のみ表決権があります。

平成30年第２回定例会
議員別議案等賛否一覧表
平成30年第２回定例会
議員別議案等賛否一覧表

種

別

議

案

番

号

件　　　　　名

賛

成

反

対

議

決

結

果

小
比
類
巻

正
規

田

嶋

孝

安

佐
々
木

卓

也

下

山

光

義

遠

藤

泰

子

瀬

崎

雅

弘

澤

口

正

義

加

澤

明

西

村

盛

男

太

田

博

之

堀

光

雄

春

日

洋

子

小
比
類
巻

雅
彦

舩

見

亮

悦

馬

場

騎

一

山

本

彌

一

堤

喜
一
郎

森

三

郎

議

案

42

議

案

43

議

案

44

議

案

45

議

案

46

議

案

47

議

案

48

議

案

49

議

案

50

議

案

51

議

案

52

議

案

53

三沢市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する
条例の制定について

三沢市放課後児童健全育成事業の整備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

三沢市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○

平成３０年度三沢市一般会計補正予算（第１号）

三沢キッズセンターそらいえ条例の制定について

三沢市いきいきデイセンター設置条例の一部を改正する
条例の制定について

三沢市税条例の一部を改正する条例の制定について

平成３０年度三沢市下水道事業特別会計補正予算（第１号）

○
専決処分の承認を求めることについて
（平成２９年度三沢市一般会計補正予算（第７号））

専決処分の承認を求めることについて

（三沢市廃棄物減量等推進審議会条例及び三沢市ごみ焼却施設整備

運営事業者選定委員会条例の一部を改正する条例の制定について）

- ○ ○ ○

- ○ ○

補

正

予

算

案

条
例

案

17 0 承認

17 0 承認
専決処分の承認を求めることについて
（三沢市税条例の一部を改正する条例の制定について）

専決処分の承認を求めることについて
（三沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 0 可決 - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○○○ ○ ○17 0 可決 ○○○○○○- ○ ○ ○ ○ ○
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一　般　質　問
平成30年第２回定例会（６月）では６名の議員が市政に対する一般質問を行いました。

田
嶋
　
孝
安
　
議
員

　

三
沢
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
観
光
大
使
で
あ

る
太
田
幸
司
氏
を
始
め
と
し
た
三

沢
高
校
が
甲
子
園
で
の
準
優
勝
の

時
か
ら
来
年
で
50
周
年
に
な
り
ま

す
が
、
観
光
大
使
で
あ
る
森
本
氏
を

始
め
と
し
て
観
光
大
使
の
方
々
と

共
に
三
沢
を
全
国
的
に
売
り
込
む

機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
考
え
が
な
い
か
。

　

太
田
幸
司
氏
を
始
め
と
し
た
観

光
大
使
６
名
の
方
と
ご
相
談
し
な

が
ら
良
い
事
業
が
無
い
か
検
討
し

て
参
り
た
い
。

　

地
域
の
情
報
を
「
調
べ
る
」「
配

信
す
る
」、
通
信
環
境
の
状
況
に

よ
っ
て
は
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用

が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
や
災

害
時
の
電
話
に
次
ぐ
第
二
の
連
絡

網
と
し
て
の
活
躍
も
見
込
め
る
事

も
合
わ
せ
無
料
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

行
政
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
都
市
部
に
無
い

財
産
と
し
て
眠
っ
て
い
る
古
民
家

（
建
築
基
準
法
制
定
以
前
１
９
５
０

年
前
）
を
解
体
処
分
の
流
れ
が
大

半
で
あ
る
が
利
活
用
の
為
の
働
き

か
け
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

市
民
提
案
事
業
の
中
で
古
民
家

活
用
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
全
国
的

な
民
泊
需
要
の
高
ま
り
も
あ
り
ま

す
の
で
、
観
光
振
興
に
向
け
研
究

を
重
ね
て
参
り
た
い
。

QQ

Q

AA

A
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澤
口
　
正
義
　
議
員

○
ご
み
対
策
に
つ
い
て

　

ご
み
集
積
所
に
は
、
他
地
域
か

ら
の
ご
み
持
ち
込
み
や
指
定
日
以

外
の
ご
み
出
し
な
ど
の
マ
ナ
ー
の

問
題
の
ほ
か
、
ご
み
出
し
時
間
帯

の
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
問
題

も
あ
る
。

　

ま
た
、
ご
み
ネ
ッ
ト
は
カ
ラ
ス

被
害
を
発
生
さ
せ
る
た
め
、
折
り

畳
み
式
の
集
積
容
器
に
で
き
な
い

も
の
か
。

　

ご
み
集
積
所
に
関
す
る
課
題
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

ク
リ
ー
ン
指
導
員
と
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

ご
み
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
集

積
容
器
へ
統
一
や
経
費
負
担
の
あ

り
方
な
ど
調
査
研
究
す
る
。

　

ご
み
集
積
容
器
設
置
は
町
内
会

が
負
担
し
て
い
る
が
、
町
内
会
未

加
入
者
が
利
用
す
る
に
あ
た
り
負

担
の
不
公
平
を
是
正
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ご
み
集
積
容
器
に
係
る
経
費
負

担
に
不
公
平
さ
を
感
じ
て
い
る
も

の
と
思
う
。

　

経
費
負
担
に
つ
い
て
今
後
調
査

研
究
す
る
。

○
土
地
行
政
（
計
画
）
の
見
直
し

に
つ
い
て

　

街
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
基
礎
と

な
る
、
新
た
な
三
沢
市
国
土
利
用

計
画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

土
地
利
用
計
画
等
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
市
独
自
の
課
題
や
将

来
の
可
能
性
を
加
味
し
た
第
三
次

三
沢
市
国
土
利
用
計
画
を
今
年
度

内
に
策
定
す
る
。

　

又
、
堀
口
地
区
、
焼
山
地
区
の

開
発
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
そ

の
方
向
性
を
示
し
て
参
り
た
い
。

　

人
口
減
少
な
ど
大
き
く
社
会
情

勢
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
中
・

長
期
の
視
点
に
立
っ
た
街
づ
く
り

の
た
め
に
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ

る
整
備
を
図
る
た
め
見
直
し
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
参
り
た
い
。

　

焼
山
地
区
と
松
ヶ
平
地
区
に
関

す
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

当
市
の
将
来
像
を
見
据
え
て
策

定
す
る
三
沢
市
国
土
利
用
計
画
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
市
内
全

域
の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を

検
討
す
る
中
で
検
討
し
て
参
り
た

い
。

QQ

QQ

QQ

Q

AA

AA

A A

A

遠
藤
　
泰
子
　
議
員

　

当
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
状
況

は
、
県
内
で
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

当
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
平

成
28
年
度
は
９
．
３
％
で
あ
り
、

横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

　

県
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
15
．

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご

み
の
減
量
化
に
向
け
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
。

　

県
と
連
携
を
図
り
、「
雑
誌
の
資

源
回
収
強
化
」「
生
ご
み
の
減
量
化
」

な
ど
広
報
啓
発
活
動
に
努
め
て
い

く
。
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下
山
　
光
義
　
議
員

山
本
　
彌
一
　
議
員

○
福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、

乳
幼
児
な
ど
の
要
配
慮
者
が
、
安

心
し
て
避
難
生
活
を
送
る
事
が
で

き
る
福
祉
避
難
所
の
整
備
を
進
め

て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
当
市
の

現
在
の
整
備
状
況
及
び
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　

整
備
状
況
と
し
ま
し
て
は
、
平

成
28
年
度
末
ま
で
に
28
ヶ
所
、
さ

ら
に
今
年
の
３
月
に
新
た
に
６
事

業
所
と
の
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

現
在
、
当
市
の
福
祉
避
難
所
は
34
ヶ

所
、
２
３
５
名
の
受
け
入
れ
が
可

能
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
市
の
総

合
防
災
訓
練
に
お
き
ま
し
て
、
福

祉
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練
を

実
施
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
新
た
な
福
祉
避
難
所
を
確
保

す
る
た
め
、
民
間
の
社
会
福
祉
事

業
者
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
要
支
援
者
に
対
す
る

支
援
体
制
お
よ
び
福
祉
避
難
所
の

運
営
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
第
二
次
三
沢
市
総
合

振
興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

今
後
、
政
策
を
執
行
し
て
い
く
際

も
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
「
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
」
を
公
募
で
募

集
し
、
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か

伺
う
。

　

市
で
は
、
主
要
な
政
策
執
行
の

際
は
、
市
民
の
皆
様
に
様
々
な
観

点
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
よ
う
努
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い

て
も
広
く
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
政

策
の
効
果
的
な
遂
行
に
努
め
て
参

り
た
い
。

　

基
地
よ
り
発
生
す
る
諸
問
題
は
、

国
が
全
責
任
を
持
っ
て
解
決
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
岡
三
沢
五
、六
丁

目
の
移
転
に
つ
い
て
は
未
だ
進
展

が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

　

問
題
を
解
決
す
る
と
い
う
強
い

意
志
が
市
長
に
あ
る
の
か
伺
う
。

　

当
該
地
区
の
皆
様
の
ご
要
望
を

踏
ま
え
、
確
固
た
る
思
い
で
要
望

を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

以
上
の
強
い
決
意
を
持
っ
て
引
き

続
き
、
粘
り
強
く
関
係
機
関
に
早

期
移
転
を
強
く
求
め
て
参
り
た
い
。

○
高
齢
者
見
守
り
事
業
に
つ
い
て

　

今
後
増
加
が
予
測
さ
れ
る
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み

世
帯
へ
の
見
守
り
支
援
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

当
市
に
お
け
る
地
域
の
見
守
り

活
動
と
し
て
、
地
域
住
民
に
よ
る

日
常
生
活
の
支
援
や
見
守
り
、
安

否
確
認
な
ど
の
支
援
、
サ
ポ
ー
ト

を
「
地
域
き
ず
な
・
支
え
あ
い
事
業
」

と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
事
業
」、

「
高
齢
者
ほ
っ
と
ワ
ー
ク
見
守
り
隊

事
業
」
な
ど
で
、
民
間
事
業
者
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域

住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民

間
事
業
者
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
が
新
た
な
教
育
行

政
を
進
め
る
に
当
た
り
三
沢
市
の

教
育
基
本
方
針
を
示
し
、
新
し
い

時
代
に
合
っ
た
計
画
を
策
定
す
る

考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

　

現
在
の
教
育
振
興
基
本
計
画
の

達
成
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
新
し

い
総
合
振
興
計
画
と
教
育
大
綱
の

つ
な
が
り
を
考
慮
し
な
が
ら
、
適

切
に
見
直
し
、
改
善
を
図
っ
て
参

り
た
い
。

　

国
の
学
習
指
導
要
領
は
尊
重
し

つ
つ
も
、
自
ら
考
え
、
創
造
す
る

力
を
育
て
る
学
校
教
育
が
大
切
と

考
え
る
が
、
教
育
長
と
し
て
の
思

い
を
伺
い
た
い
。

　

当
市
の
教
育
長
と
し
て
、
自
ら

判
断
し
、
創
造
す
る
力
や
豊
か
な

心
を
育
成
す
る
教
育
が
実
現
で
き

る
よ
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
参
り
た
い
。

　

当
市
の
中
心
商
店
街
の
一
方
通

行
解
除
に
向
け
た
現
状
と
本
エ
リ

ア
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺

う
。

　

現
在
、
一
方
通
行
区
間
の
規
制

緩
和
等
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に
お

い
て
も
商
工
会
等
と
の
連
携
を
図

り
、
中
心
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
参
り
た
い
。

Q

QQ

Q

QQQ

A

AA

A

AAA



春
日
　
洋
子
　
議
員

QQQ Q

QQ Q

AAA A

AA A

議
長
の
主
な
公
務
を
紹
介
し
ま
す

４
月
13
日　

第
30
回
市
長
旗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
︵
市
内
︶

　
　

14
日　

第
31
回
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
︵
基
地
内
︶

　
　

18
日
～
20
日　

第
70
回
東
北
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
︵
山
形
県
山
形
市
︶

　
　

20
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
身
体
障
害
者
福
祉
会
定
期
総
会

　
　
　
　
　
︵
民
生
常
任
委
員
会
委
員
長
が
代
理
出
席
︶︵
市
内
︶

　
　

24
日　

農
業
委
員
観
桜
会
︵
市
内
︶

　
　

25
日　

三
沢
市
商
工
会
青
年
部
第
50
回
通
常
部
員
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

27
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

28
日　

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
感
謝
祭
︵
基
地
内
︶

５
月
６
日　

三
沢
市
野
球
協
会
平
成
30
年
度
三
沢
市
朝
野
球
大
会
開
会
式
︵
市
内
︶

　
　

９
日
～
10
日　

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会
協
議
会
第
46
回
定
期
総
会
︵
東
京
都
︶

　
　

11
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
管
工
事
協
同
組
合
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

15
日　

平
成
30
年
度
青
森
県
市
議
会
議
長
会
第
１
回
定
期
総
会
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶

　
　
　
　
　
︵
八
戸
市
︶

　
　

15
日
～
16
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会

　
　
　
　
　
︵
神
奈
川
県
海
老
名
市
︶

　
　

17
日　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
ハ
ー
モ
ニ
ー
﹂
落
成
式
典
・
祝
賀
会
︵
市
内
︶

　
　

18
日　

三
沢
市
防
衛
協
会
平
成
30
年
度
定
時
総
会
に
伴
う
防
衛
講
話
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

19
日　

平
成
30
年
度
三
沢
保
育
事
業
研
究
会
成
果
発
表
会
︵
市
内
︶

　
　

21
日　

平
成
30
年
度
第
58
回
三
沢
市
商
工
会
通
常
総
代
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

22
日　

青
森
県
行
政
書
士
会
定
時
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

23
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

24
日　

協
同
組
合
三
沢
建
設
業
協
会
平
成
30
年
度
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

25
日　

平
成
30
年
度
第
26
回
春
季
青
森
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
県
南
地
区
大
会
︵
市
内
︶

　
　

25
日　

平
成
30
年
観
藤
会
︵
市
内
︶

　
　

28
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
通
常
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

29
日
～
31
日　

青
森
県
市
議
会
議
長
会
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会
及
び
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　

第
94
回
定
期
総
会
︵
東
京
都
︶

　
　

31
日　

三
沢
市
連
合
町
内
会
定
例
会
総
会
・
懇
親
会
︵
副
議
長
が
代
理
出
席
︶︵
市
内
︶

６
月
３
日　

第
30
回
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー
開
会
式
︵
市
内
︶

　
　

５
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
長
杯
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
︵
市
内
︶

　
　

７
日　

第
47
回
平
成
30
年
度
三
沢
市
学
校
保
健
会
総
会
︵
市
内
︶

　
　

10
日　

三
沢
青
年
会
議
所
創
立
55
周
年
記
念
式
典
・
記
念
事
業
・
祝
賀
会
︵
市
内
︶

　
　

19
日　

平
成
30
年
度
三
沢
市
統
計
協
会
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

22
日　

三
沢
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
健
康
ス
ポ
ー
ツ
大
会
︵
市
内
︶

　
　

22
日　

平
成
30
年
度
三
沢
空
港
利
用
促
進
期
成
会
定
時
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

23
日　

第
35
戦
闘
航
空
団
兼
米
軍
三
沢
基
地
司
令
官
ス
コ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ー
ブ
大
佐
送
別
昼
食
会

　
　
　
　
　
︵
基
地
内
︶

　
　

24
日　

平
成
30
年
度
上
十
三
地
区
消
防
協
会
三
沢
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式
︵
お
い
ら
せ
町
︶

　
　

25
日
～
26
日　

三
沢
基
地
周
辺
対
策
に
関
す
る
要
望
行
動
︵
宮
城
県
仙
台
市
・
東
京
都
︶

　
　

28
日　

三
沢
市
観
光
協
会
第
28
回
通
常
総
会
・
懇
親
会
︵
市
内
︶

　
　

29
日　

北
奥
羽
開
発
促
進
協
議
会
総
会
・
記
念
講
演
会
︵
八
戸
市
︶
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性
の
多
様
性
に
理
解
を
促
す
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

正
し
い
知
識
や
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
研
修
会
の
開
催

や
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
含
め
た
す
べ
て

の
方
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
。

　

祖
父
母
手
帳
の
配
布
に
つ
い
て

　

孫
育
て
を
す
る
上
で
、
父
母
と

祖
父
母
の
子
育
て
に
役
立
つ
情
報

を
発
信
す
る
有
効
な
ツ
ー
ル
と
考

え
て
お
り
、
手
帳
の
内
容
や
配
布

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
の
導
入
に

つ
い
て

　

県
内
の
実
施
状
況
や
課
題
へ
の

情
報
収
集
を
行
い
、
三
沢
地
区
医

師
会
等
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

調
査
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ひ
き
こ
も
り
訪
問
支
援
事
業
の

導
入
に
つ
い
て

　

事
業
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
と
の
協
議
や
、
先
駆
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
、
調
査
研
究
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援
事
業
と
し
て
相

談
窓
口
を
開
設
し
、
困
窮
す
る
子

ど
も
を
救
う
手
立
て
を
し
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
の
作
成
に
つ
い
て

　

当
市
の
特
色
に
合
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
の
作

成
に
着
手
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

貸
与
型
奨
学
金
の
見
直
し
に
つ

い
て

　

利
用
者
が
活
用
し
や
す
く
、
経

済
的
に
も
優
し
い
制
度
と
な
る
よ

う
、
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。
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今
回
の
委
員
会
は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
の
新
聞
報
道
に
お
い
て
、
三
沢
市
市

民
生
活
部
の
職
員
が
、
出
張
旅
費
約
３
万
円
を
虚
偽
の
報
告
を
し
て
、
取
得
し
た

事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
職
員
に
対
す
る
服
務
規
律
徹
底
の
措
置
を

含
め
て
、
調
査
を
す
る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
当
局
の
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
当
該
職
員
は
平
成
30
年
２
月
に
県
外
出
張
し

た
際
の
公
務
旅
費
に
つ
い
て
、
外
部
団
体
の
予
算
か
ら
支
出
す
る
べ
き
会
議
で
あ

る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
そ
の
外
部
団
体
の
予
算
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
市
の
一

般
会
計
予
算
か
ら
旅
費
を
支
出
す
る
た
め
に
、
旅
行
命
令
書
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
文
書
に
つ
い
て
虚
偽
の
文
書
作
成
を
し
た
こ
と
か
ら
、
三
沢
市
職
員
懲
戒
分
限

審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
減
給
10
分
の
１
、３
ヶ
月
の
懲
戒
処
分
を
し
た
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、
全
職
員
に
対
す
る
服
務
規
律
確

保
の
周
知
や
、
服
務
規
律
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
出
張
時
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
に
も
努
め
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
委
員
か
ら
は
、
一
般
職
員
に
対
す
る
周
知
徹
底
や
管
理
職
職
員
へ
の

指
導
、
所
属
の
担
当
課
だ
け
で
な
く
、
会
計
課
な
ど
を
含
め
た
横
断
的
な
チ
ェ
ッ

ク
管
理
体
制
の
構
築
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
４
月
26
日
開
催

﹁
市
職
員
の
服
務
規
律
違
反
に
対
す
る
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
﹂

委　員　会　活　動
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本
計
画
は
、
計
画
期
間
を
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
す

る
三
沢
市
健
康
増
進
計
画
で
、
10
年
後
の
目
指
す
姿
「
す
べ
て
の
市
民
が
共
に
支

え
合
い
、
健
康
で
助
け
合
う
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
①
栄
養
・
食
生
活
、
②

身
体
活
動
・
運
動
、
③
飲
酒
、
④
喫
煙
、
⑤
歯
・
口
腔
の
健
康
、
⑥
が
ん
、
⑦
循

環
器
疾
患
、
⑧
糖
尿
病
、
⑨
こ
こ
ろ
の
健
康
、
の
９
つ
の
領
域
を
定
め
、
そ
れ
ぞ

れ
生
活
習
慣
改
善
等
の
市
民
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
や
目
標
値
を
設
定
し
、
そ
の
達

成
の
た
め
施
策
の
効
果
的
展
開
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
今
年
度
、
本
計
画
の
中
間

評
価
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
が
低
い
こ
と
、
み
さ
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
の
活
用
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
係
る
相
談
体
制
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
は
65
歳
以
上
は
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

40
代
、
50
代
の
受
診
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
こ
う
し
た
健
康

が
二
の
次
に
な
り
が
ち
な
働
き
盛
り
世
代
の
受

診
率
の
向
上
の
た
め
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
、
ま
た
、
み
さ
わ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
保
健
協
力
員
が
各
町
内
会
で
活
用

し
運
動
促
進
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
は
自
殺
予
防
も
含
め
、

月
２
回
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
や
電
話
で
の
保

健
師
に
よ
る
対
応
の
ほ
か
、
県
の
24
時
間
電
話

相
談
可
能
な
こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
田
畑
の
賃
貸
借
、
使
用
貸
借
の
当
市

の
総
計
は
約
93
ｈ
ａ
で
あ
る
が
、
ま
だ
全
体
で
は
、
耕
作
放
棄
地
は
約
６
５
０
ｈ

ａ
存
在
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
担
い
手
が
長
期
に
わ
た
っ
て
安
心

し
て
耕
作
で
き
る
よ
う
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
利
便
性
を
広
報
し
、
当
該
機

構
を
活
用
し
た
形
で
農
地
の
賃
貸
借
を
行
え
る
よ
う
支
援
す
る
。

　

設
置
か
ら
既
に
40
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
今
後

の
方
針
と
し
て
は
、
今
年
度
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
現
状
に
つ
い
て
及
び
、
工
事
を

実
施
す
る
際
の
問
題
点
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
今
年
の
11
月
30
日
ま
で
に
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

市
内
の
住
宅
の
う
ち
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
も
の
は
、
約
７
︐
０
０
０
棟
あ
り
、
そ
の
中
で

改
め
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震
基
準
不
足
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
が
本
事
業
の
補
助
金
交
付
対
象
と

な
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

民
生
常
任
委
員
会

５
月
28
日
開
催

産
業
建
設
常
任
委
員
会
５
月
28
日
開
催

﹁
第
二
次
健
康
み
さ
わ
21
計
画
に
つ
い
て
﹂

﹁
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
﹂

﹁
主
要
地
方
道
三
沢
十
和
田
線
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て
﹂

﹁
三
沢
市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
及
び
建
替
支
援
事
業
に
つ
い
て
﹂
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本
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
に
行
っ
た
要
望
の
内
容
及
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て
確

認
し
、
今
年
度
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
増
額
や
、
生
活
環
境

施
設
等
の
整
備
に
係
る
事
業
の
採
択
は
図
ら
れ
た
も
の
の
、
第
２
滑
走
路
の
早
期

着
工
や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
移
転
措
置
な
ど
、
い
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
多

く
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
年
度
も
引
き
続
き
要
望
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

10
項
目
の
要
望
事
項
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、
東
北
防
衛
局
、
防
衛
省
、
総
務
省
、
県
選
出

国
会
議
員
の
ほ
か
、
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
防
衛
関
係
国
会

議
員
に
対
し
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、
決
定
し
た
要
望
事
項

は
市
民
の
民
生
安
定
・
福
祉
向
上
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

要
望
項
目

（
１
）
三
沢
飛
行
場
第
２
滑
走
路
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

（
２
）
住
宅
防
音
工
事
に
係
る
制
度
等
の
是
正
に
つ
い
て

（
３
）
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
移
転
措
置
に
つ
い
て

（
４
）
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
増
額
に
つ
い
て

（
５
）
再
編
関
連
訓
練
移
転
等
交
付
金
の
交
付
に
つ
い
て

（
６
）
生
活
環
境
施
設
等
の
整
備
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

（
７
）
航
空
機
騒
音
の
規
制
措
置
に
つ
い
て

（
８
）
基
地
周
辺
住
民
対
策
の
充
実
に
つ
い
て

（
９
）
地
域
振
興
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

（
10
）
基
地
交
付
金
及
び
調
整
交
付
金
の
改
善
に
つ
い
て

　

移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
市
当
局
か
ら
は
「
資
格
取
得
支
援

事
業
助
成
金
」、「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
確
保
支
援
事
業
助
成
金
」、「
起
業
化
支
援
事

業
費
補
助
金
」、「
若
年
者
地
元
定
着
推
進
事
業
」
な
ど
多
く
の
事
業
を
展
開
し
、

今
後
三
沢
市
へ
の
移
住
・
定
住
促
進
を
図
っ
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
移
住
施
策
に
つ
い
て
、
首
都
圏
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、

大
阪
な
ど
他
の
都
市
圏
等
、
各
地
に
発
信
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
や
、
子
ど
も

た
ち
が
一
度
市
外
、
県
外
、
国
外
に
出
て
、
外
か
ら
三
沢
を
見
て
、
三
沢
へ
の
愛

着
、
誇
り
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
な
事
業
に
し
て
ほ
し
い
、
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
当
局
か
ら
は
、「
特
産
品
開
発
促
進
事
業
費
補
助
金
」、「
し
ご
と
づ
く
り
支

援
事
業
費
補
助
金
」
に
つ
い
て
の
事
業
の
概
要
と
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
併
せ
開

発
さ
れ
た
特
産
品
と
Ｐ
Ｒ
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
特
産
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
に
関
す
る
意
見
や
、
新

た
に
整
備
さ
れ
て
い
る
三
沢
駅
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
求
め
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
日
本
は
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地
方
に
お
け
る
移
住
・
定
住
の
促
進
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
本
委
員
会
で
は
今
後
に
お
い
て
も
三
沢
市
へ

の
移
住
・
定
住
の
促
進
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
地
対
策
特
別
委
員
会
６
月
６
日
開
催

移
住
・
定
住
化
促
進
対
策
特
別
委
員
会
６
月
６
日
開
催

﹁
移
住
・
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
﹂

﹁
特
産
品
開
発
促
進
事
業
に
つ
い
て
﹂
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本
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
の
活
動
内
容
を
引
き
継
ぎ
、
早
急
に
検
討
す
べ

き
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
工
程
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
た
三
沢
市
議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
要
綱
等
と
し
て
「
三

沢
市
議
会
に
お
け
る
議
会
報
告
会
並
び
に
意
見
交
換
会
の
開
催
要
綱
」
に
つ

い
て
検
討
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
三
沢
市
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
要
綱
等
の
策
定
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
先
進

自
治
体
の
議
会
基
本
条
例
の
運
用
状
況
や
課
題
等
を
調
査
し
、
策
定
後
の
運

用
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
も
含
め
、
鋭
意
委
員
会
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
５
月
29
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
全
国
市
議
会
議
長
会
第

94
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
三
沢
市
議
会
の
議
員
が
表
彰
を
受
け
、
平
成

30
年
第
２
回
定
例
会
の
開
会
日
に
そ
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
一
般
表
彰

市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
そ
の
職
に
あ
る
者

議
会
改
革
特
別
委
員
会

西村　盛男　議員加澤　明　議員

瀬崎　雅弘　議員

４
月
26
日

6
月
11
日
開
催



○○に関する請願（陳情）書 

提出者  住所        

氏名        

紹介議員○○○○印 

○○に関する請願（陳情）書 

１ 要旨 

２ 理由 

以上のとおり請願いたします。 

平成  年  月  日 

住所 

氏名        

三沢市議会議長 ○○○○ 殿 

（表紙） 

（本紙） 

傍聴してみませんか

会議開催情報を
公開しております

「きずな」についての皆様からの
声をお聞かせください。

ホームページをご覧ください

　議会では、市民生活に直結した重要な問題が
審議されています。市民の皆さまが選んだ議員
の活動や市政の動きを知るためにも、ぜひ議会
の傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席は50席と限りがありますので、
団体等で傍聴される方は、事前に議会事務局ま
でご連絡ください。　　　　　　　　

☎５３－５５００

　議会や委員会など会議の開催が決定した後、
市ホームページ及びマックＴＶの文字データ放
送でも会議情報を発信しております。（議会の
開催情報は１ヶ月前、委員会については１週間
前に情報発信しております。）

　三沢市議会では、議会の仕組みや活動内容
を多くの方に知っていただくため、市ホーム
ページに議会情報を掲載しています。三沢市
議会だより「きずな」とあわせてぜひご覧くだ
さい。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
請
願
や
陳

情
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」

と
い
い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
請
願
や
陳
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
も
の
は
、
市
長
に
そ
の
実
現
を
要
望
し
た
り
、
関
係

機
関
等
に
対
し
意
見
書
や
要
望
書
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

⑴
請
願
（
陳
情
）
の
名
称

⑵
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
と
要
望
事
項

⑶
請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
、
氏
名
、

　

押
印
（
２
名
以
上
の
場
合
は
、
代
表

　

者
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
）

⑷
請
願
と
し
て
提
出
す
る
場
合
に
は
、

　

紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印

⑸
提
出
年
月
日

⑹
宛
名
（
三
沢
市
議
会
議
長
あ
て
）

三
沢
市
役
所
本
館
４
階
の
議
会
事
務

局
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
原
則
、
定
例
会

の
運
営
を
協
議
す
る
初
回
の
議
会
運

営
委
員
会
の
前
日
ま
で
、
陳
情
に
つ

い
て
は
、
招
集
告
示
日
が
締
切
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
締
切
後
に
提
出
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
定
例

会
で
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

平
日
８
時
15
分
～
17
時
00
分

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  　
　

☎
53
︱
５
５
０
０

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

三沢市議会 検索 
各種団体からのお知らせボタン d

提
出
に
必
要
な
記
載
事
項

提
出
場
所

受
付
締
切

受
付
時
間

　三沢市議会だより「きずな」について、お気づ
きの点や、ご意見・ご感想などありましたら、
お気軽にFAXをお送りください。
　皆様の貴重な声を反映させ、議会との「きず
な」とご理解がより深まるよう努めて参ります。

三沢市議会代表　ＦＡＸ番号 
０１７６-５３-５５００

15　三沢市議会だより き ず な



三
沢

市
議

会
だ

よ
り

　
き

ず
な

　
発

行
：

三
沢

市
議

会
　

編
集

：
三

沢
市

議
会

広
報

委
員

会
　

〒
033-8666 三

沢
市

桜
町

１
丁

目
１

番
38

号
　

℡
0176-53-5500 三沢市議会だより きずな は 13,000 部発行し、１部あたりの印刷製本費 33円です。
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o
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三
沢
市
議
会
だ
よ
り
　 

　

広
報
委
員
会
で
は
、
議
員
の

声
、
議
員
の
手
で
広
報
誌
を
発

行
し
、
市
民
の
皆
様
に
議
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
お
伝
え
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
誌
の
発
行
の
ほ

か
に
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

そ
の
他
広
報
に
関
す
る
こ
と
全

般
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

委 

員 

長　

春　

日　

洋　

子

副
委
員
長　

瀬　

崎　

雅　

弘

委　
　

員　

加　

澤　
　
　

明

　
　
　
　
　

澤　

口　

正　

義

　
　
　
　
　

遠　

藤　

泰　

子

　
　
　
　
　

下　

山　

光　

義

　
　
　
　
　

佐
々
木　

卓　

也

広
報
委
員
会
委
員

　募集しておりました「きずな」の題字につきまして、合計９点と多くのご応募
をいただきました。ご応募いただきました皆様には心より御礼申し上げます。

　締め切り後に広報委員会を開催し、集まった９点から、厳正なる選考をした結果、松江宣和さん
からご応募いただいた題字が採用となりました。
　松江さんには６月22日に議長室にて感謝状を贈呈させていただきました。
　採用となった題字は本号から平成32年２月発刊号まで掲載させていただきます。

感謝状贈呈後の対談

感謝状贈呈の模様
感謝状贈呈後の記念撮影

左から瀬崎雅弘 広報委員会副委員長、
松江法子 さん、春日洋子 広報委員会委員長、
松江宣和 さん、小比類巻正規 議長、
太田博之 副議長

題字採用者　市内在住　松
まつ

江
え

　宣
のぶ

和
かず

さん

楽しく、勢いよく
書くことができました。

の題字が決定しました。


